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消
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電
話（
福
島
）

（522）
五
九
七
四

印
刷
人

　

福
島
市
南
矢
野
目
字
萩
ノ
目
裏
一
―
一

　
　
　
　

村
　
山
　
広
　
一

　
　
　
　

電
話（
福
島
）

（553）
四
六
〇
〇

ひ
と
つ
ず
つ

　
　
　
い
い
ね
！
で

確
認
　
火
の

用
心

令
和
元
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

消
防
の
祭
典
、
第
七
十
二
回
福
島
県
消
防

大
会
は
令
和
元
年
六
月
八
日（
土
）、
白
河
市

「
白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
」
で
（
公
財
）

福
島
県
消
防
協
会
の
主
催
に
よ
り
県
内
の
消

防
団
員
・
消
防
職
員
、
地
域
住
民
な
ど
約
八

百
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
県
内
の
消
防
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
大
会
の
開
催
を
契
機
と
し
て
消
防
関

係
者
の
士
気
の
高
揚
と
団
結
を
図
り
、
安
全

確
保
に
も
意
を
配
し
、
活
力
あ
る
消
防
体
制

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
と
い
う
消
防
使
命
達
成
と
、

広
く
県
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
知
事
栄
誉
礼
が
、
県
消

防
協
会
役
員
及
び
県
内
消
防
関
係
者
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
磯
部
英
世
副
会
長
の
開
会
の
辞
で

始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、
本
県
消
防
殉
職
者
及

び
殉
難
者
百
二
十
八
名
の
御
霊
に
黙
と
う
を

捧
げ
、
松
山
一
八
会
長
の
式
辞
の
後
に
、
内

堀
雅
雄
知
事
の
挨
拶
、
鈴
木
和
夫
市
長
の
歓

迎
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
島
県
消
防
表
彰
、
県
消
防
協

会
表
彰
等
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
終

了
後
、
日
本
消
防
協
会
長
、
県
選
出
国
会
議

員
、
県
議
会
議
長
、
県
警
察
本
部
長
、
県
町

村
会
長
等
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
藤
悦
雄

塙
町
消
防
団
副
団
長
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
各
種
表
彰
が
滞
り
な
く
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

表
彰
終
了
後
、
今
年
二
月
に
行
わ
れ
た
全

国
消
防
団
員
意
見
発
表
会
に
お
い
て
、
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
た
い
わ
き
市
消
防
団
第
三
支

団
第
一
分
団
赤
津
智
彦
さ
ん
の
作
品
披
露
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
赤
津
さ
ん
は
「
育
て
よ

う
！
未
来
の
ヒ
ー
ロ
ー
！
」
を
テ
ー
マ
に
消

防
団
の
な
り
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
消
防
団
に
憧
れ
を
持
ち
、
消
防

団
に
入
り
た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
を
訴

え
ま
し
た
。

　

次
に
、「
大

会
宣
言
」
を

大
久
保
克
己

理
事
、「
大

会
決
議
」
を

斎
藤
長
三
郎

理
事
が
そ
れ

ぞ
れ
朗
読

し
、
満
場
一

致
で
賛
同
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
開
催
地
の
邊
見
友
雄
白
河
支
部

長
か
ら
謝
辞
、
次
回
開
催
地
の
山
見
重
信
相

馬
支
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
地
元
で
あ
る
白

河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
消
防
本
部

の
大
越
貞
行
消
防
長
の
発
声
に
よ
り
万
歳
三

唱
が
行
わ
れ
、
松
本
信
夫
副
会
長
の
閉
会
の

辞
で
大
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
は
中
島
村
消
防
団
の
小
室

正
光
団
長
の
指
揮
号
令
で
式
が
進
め
ら
れ
、

福
島
県
消
防
協
会
白
河
支
部
ラ
ッ
パ
隊
の
皆

様
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
等
演
奏
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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令　和
元年度

　

令
和
元
年
度
福
島
県
消
防
殉
職
者
等
慰
霊

祭
は
、（
公
財
）福
島
県
消
防
協
会
の
主
催
に

よ
り
第
七
十
二
回
福
島
県
消
防
大
会
前
日
、

六
月
七
日（
金
）午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
白

河
市
白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
に
お
い

て
、
ご
遺
族
は
じ
め
県
内
の
消
防
団
長
、
消

防
長
ほ
か
消
防
関
係
者
並
び
に
地
域
住
民
等

約
百
五
十
名
が
参
列
し
、
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
磯
部
英
世
副
会
長
が
開
式
の
言

葉
を
述
べ
、
続
い
て
今
年
度
一
名
が
新
た
に

合
祀
さ
れ
、
本
県
消
防
殉
職
者
及
び
殉
難
者

百
二
十
八
名
の
御
霊
が
松
山
一
八
会
長
よ
り

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
全
員
が
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
松

山
会
長
が
「
今
年
は
地
域
住
民
の
方
の
生
命

を
守
る
た
め
に
最
前
線
で
活
動
し
て
い
た
消

防
職
員
お
一
人
の
方
を
新
た
に
合
祀
す
る
こ

と
と
な
り
、
合
祀
の
御
霊
は
百
二
十
八
柱
と

な
り
ま
し
た
。
誠
に
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り

ま
す
。（
中
略
）
我
々
消
防
人
一
同
は
、
本

日
の
慰
霊
祭
を
契
機
に
、
安
全
・
安
心
で
住

み
よ
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
精
進
邁
進

す
る
こ
と
こ
そ
、
尊
霊
の
御
遺
徳
に
報
い
る

道
と
考
え
、
こ
れ
か
ら
も
、
な
お
一
層
の
努

力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
を
御
霊
の
前
で
謹
ん

で
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
内
堀
雅
雄
知
事
（
菅
野
信
志
危

機
管
理
部
政
策
官
代
読
）、
秋
本
敏
文
日
本

消
防
協
会
長
（
小
野
和
夫
福
祉
部
長
代
読
）、

吉
田
栄
光
県
議
会
議
長
（
柳
沼
純
子
副
議
長

代
読
）、
鈴
木
和
夫
白
河
市
長
よ
り
追
悼
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
参
列
さ
れ
た
ご
遺
族
、
来
賓
及
び

関
係
者
が
献
花
を
行
い
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
松
山
会
長
よ
り

ご
遺
族
は
じ
め
参
列
者
に
対
し
、
御
礼
の
挨

拶
を
述
べ
、
松
本
信
夫
副
会
長
の
閉
式
の
言

葉
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
六
月
二
十
七
日（
木
）、
福
島
市

の
「
ラ
コ
パ
ふ
く
し
ま
」
に
お
い
て
、
各
支

部
事
務
担
当
者
等
約
三
十
名
の
出
席
に
よ
り

福
島
県
消
防
協
会
支
部
事
務
連
絡
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
は
先
ず
、
県
消
防
協
会
の
令
和
元
年

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
を
説
明
し
、
今
年

度
の
消
防
協
会
事
業
等
に
つ
い
て
詳
細
に
説

明
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
新
・
日
本
消

防
会
館
建
設
」
に
つ
い
て
、
県
内
消
防
団
員

へ
の
周
知
並
び
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
事
業
に
つ
い
て
、（
一
社
）福
島
総
合
災
害

対
応
訓
練
機
構
の
松
岡
理
事
長
と
熊
丸
委
員

長
よ
り
消
防
団
の
訓
練
に
活
用
で
き
る
施
設

と
し
て
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
消
防
保
安
課
事
務
連
絡
と

し
て
、
福
島
県
が
行
う
事
業
、
消
防
団
応
援

の
店
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伊
藤
主
任

主
査
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
協
会
事
務
局
よ
り
、
日
本
消
防

協
会
の
共
済
事
業
に
つ
い
て
、
福
祉
共
済
に

お
け
る
提
出
書
類
の
一
部
改
訂
や
請
求
時
の

添
付
書
類
に
つ
い
て
、
ま
た
、
受
付
し
た
書

類
の
不
備
事
例
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
初
め
に
福
島
県
消
防
学
校

鈴
木
教
務
課
長
よ
り
、
消
防
団
員
校
外
教
育

日
程
、
消
防
学
校
で
実
施
す
る
消
防
団
教
育

の
申
し
込
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

次
に
、
日
本
消
防
協
会
の
太
田
泰
博
年
金

共
済
部
課
長
よ
り
消
防
個
人
年
金
の
加
入
状

況
や
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
婦
人
消
防
隊
員

等
福
祉
共
済
の
事
務
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、
日
本
消
防

協
会
の
内
山
弘
之
火
災
共
済
課
長
よ
り
火
災

共
済
、
地
震
等
災
害
見
舞
金
に
つ
い
て
、
加

入
口
数
に
よ
る
共
済
金
の
違
い
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
、
県
内
各
地
か
ら
消
防
団
事
務

に
携
わ
る
支
部
事
務
担
当
者
が
集
ま
る
数
少

な
い
機
会
で
あ
り
、
今
年
度
か
ら
携
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
担
当
者
も
多
く
出
席
し
、
大
変

有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

福
島
県
消
防
協
会

�

支
部
事
務
連
絡
会
議
開
催

～
御
霊
よ
安
ら
か
に
～

消
防
殉
職
者
等
慰
霊
祭
執
り
行
わ
れ
る

令
和
元
年
度
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（
公
財
）日
本
消
防
協
会
の
主
催
、
総
務
省

消
防
庁
の
後
援
に
よ
る
第
三
十
八
回
全
国
消

防
殉
職
者
慰
霊
祭
は
、
令
和
元
年
九
月
十
二

日（
木
）午
前
十
時
よ
り
、
日
本
消
防
会
館

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
の
消

防
殉
職
者
の
遺
族
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
者

等
多
数
が
参
列
し
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
本
県
一
名
を
含
む
五
名
の
方
々

が
新
た
に
合
祀
さ
れ
、
全
国
で
合
祀
さ
れ
た

御
霊
は
五
千
七
百
六
十
二
柱
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
消
防
協
会
旗
が
入
場
し
、
開
式
の
こ

と
ば
に
引
き
続
き
、
秋
本
敏
文
日
本
消
防
協

　

令
和
元
年
度
東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

が
、
七
月
十
八
日（
木
）、
山
形
県
山
形
市

「
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
東
北
六
県
及
び
新
潟
県
の
各
消
防
協

会
長
、
副
会
長
並
び
に
事
務
局
長
等
が
出
席

し
、
要
望
事
項
や
照
会
事
項
に
つ
い
て
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
消
防
殉
職
者
等
に
対
し
黙

と
う
を
行
っ
た
後
、
加
藤
憲
彦
山
形
県
消
防

協
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
山
形
県
知
事
（
代

理
）、
山
形
市
長
（
代
理
）
の
来
賓
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
題
の
審
議
に
入
り
、
今
年
度
は
、「
救

急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
延
長
要
望
に
つ
い

て
」
の
要
望
事
項
、「
新
日
本
消
防
会
館
建

設
に
対
す
る
協
力
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
」、

東
北
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

～
山
形
県
で
開
催
～

全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭

�

執
り
行
わ
れ
る

第三十八回

会
長
が
御
霊
を
奉

納
し
て
、
参
列
者

全
員
で
国
歌
斉
唱

と
黙
と
う
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
秋
本

会
長
の
式
辞
、
次

に
、
安
倍
晋
三
内

閣
総
理
大
臣
、
高
市
早
苗
総
務
大
臣
、
遺
族

代
表
（
秋
田
県　

藤
田
敦
子
さ
ん
）
よ
り
追

悼
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ご
遺
族
、
ご
来
賓
及
び
日
本
消

防
協
会
役
員
等
関
係
者
が
献
花
を

行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
般
社
団
法
人
江
戸
消

防
記
念
会
に
よ
る
鎮
魂
の
歌
（
木

遣
り
）
が
捧
げ
ら
れ
、
秋
本
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
閉
式
の
こ
と
ば
で

慰
霊
祭
は
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
参
列
さ
れ
た
ご
遺
族

代
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　
　

渡
辺
フ
サ
ヨ
（
棚
倉
町
）

　
　

丑
木
ケ
イ
子
（
会
津
若
松
市
）

　
　

山
本　

裕
子
（
喜
多
方
市
）

　
　

山
本　

郁
美
（
喜
多
方
市
）

　
　

渡
辺　

友
美
（
浪
江
町
）

　
　

松
本　

育
未
（
浪
江
町
）

「
消
防
団
応
援
の
店
に
つ
い
て
」、「
消
防
団

活
動
で
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
」
の

照
会
事
項
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
が
終
了
し
、
次
年
度
の
開
催
に
つ
い

て
開
催
順
番
表
の
と
お
り
、
宮
城
県
で
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
、
大
村　

昇
宮
城
県
消
防

協
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
第
二
十
五
回
全
国
女
性
消

防
団
員
活
性
化
青
森
大
会
」
に
つ
い
て
、
青

森
県
消
防
協
会　

岡
田　

稔
事
務
局
長
か
ら

概
要
の
説
明
、
大
湊
一
郎
会
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
四
年
に
宮
城
県

で
開
催
す
る
「
全
国
消
防
操
法
大
会
」
に
つ

い
て
、
宮
城
県
消
防
協
会　

大
村　

昇
会
長

か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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令
和
元
年
九
月
十
九
日（
木
）、
青
森
県
青

森
市
、
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
（
新
青
森
県
総
合

運
動
公
園
青
い
森
ア
リ
ー
ナ
）
に
お
い
て
第

二
十
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
青
森
山
田
高
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
来
場
者
を

歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
四
十
五
分
、
大
会
旗
が
入
場
、

開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
、
主
催
者

と
し
て
林
﨑
理
消
防
庁
長
官
、
秋
本
敏
文
日

本
消
防
協
会
会
長
、
実
行
委
員
会
委
員
長
・

大
湊
一
郎
青
森
県
消
防
協
会
長
よ
り
挨
拶
が

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
青
森
大
会

第
二
十
五
回

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
地
で
あ
る
青
森

県　

三
村
申
吾
知
事
、
青
森
市　

小
野
寺
晃

彦
市
長
か
ら
も
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
事
例
発
表
で
は
四
つ
の
消
防
団
が
日

頃
の
活
動
や
過
去
に
起
き
た
事
例
に
つ
い
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
防
火
防
災
啓
発

劇
で
は
、
三
つ
の
消
防
団
が
保
育
園
な
ど
で

行
っ
て
い
る
防
火
防
災
啓
発
劇
な
ど
を
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。

活
動
事
例
発
表
（
四
団
体
）

　
　

岐
阜
県
恵
那
市
消
防
団

　
　

茨
城
県
阿
見
町
消
防
団

　
　

岩
手
県
一
関
市
消
防
団

　
　

青
森
県
五
戸
町
消
防
団

防
火
防
災
啓
発
劇
（
三
団
体
）

　
　

鹿
児
島
県
阿
久
根
市
消
防
団

　
　

広
島
県
福
山
市
消
防
団

　
　

愛
知
県
豊
橋
市
消
防
団

　

午
後
か
ら
は
、
青
森
山
田
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督 

黒
田
剛

氏
に
よ
る
記
念
講
演
、「
女
性

パ
ワ
ー
と
地
域
防
災
」
と
題

し
、
日
本
消
防
協
会　

秋
本
敏

文
会
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
パ
ネ
リ
ス
ト
五
名
と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
会
宣
言
、
お
礼
の
こ
と

ば
、
大
会
旗
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
次
期
開

催
地
で
あ
り
ま
す
徳
島
県
消
防
協
会　

井
住

正
三
会
長
（
第
二
十
六
回
女
性
消
防
団
員
活

性
化
徳
島
大
会
実
行
委
員
会
委
員
長
）
が
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
回
大
会
は
、
令
和
二
年
十
一
月
十
九

日
、
徳
島
県
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
県
参
加
団
体

　

福
島
市
消
防
団
、
伊
達
市
消
防
団
、
郡
山

市
消
防
団
、
福
島
県
消
防
協
会

『
女
性
消
防
団
員 

新
時
代
へ 

わ
ど
な
の
出
会
い
』

鈴 木 庸 平東部産業㈱自動車部
いわき市（25）4815

和田自動車㈱� 郡山市（943）3400
㈲豊和防災サービス
� 会津若松市（27）7878

消火器・シバウラ消防ポンプ・
消防ホース・各種消防防災用品・
火報設備・避難設備・消防設備
保守点検設備

モ
リ
タ
式
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

シ
バ
ウ
ラ
小
型
動
力
ポ
ン
プ

消
防
用
設
備
・
設
計
施
工
・
保
守
点
検

代　表　夏 井 一 樹
いわき市内郷綴町金谷15番地４
　　　　　 ☎　0246（26）5401

東部産業株式会社自動車部
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平
成
三
十
一
年

�

四
月
理
事
会
開
催

　

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四
日（
水
）に
、

消
防
会
館
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
三

十
一
年
度
最
初
の
理
事
会
と
な
る
四
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
初
め

に
、
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て
、
次
に
、
辞
任
届
の
提
出
が
あ
っ

た
理
事
・
評
議
員
の
後
任
の
補
欠
候
補
者
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
、
後
日
開
催
の
評
議
員

会
に
提
案
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
六
月
八
日（
土
）に
白
河
市
に
お

い
て
開
催
予
定
の
第
七
十
二
回
福
島
県
消
防

大
会
に
関
し
て
、
名
誉
顧
問
の
委
嘱
、
役
割

分
担
及
び
大
会
宣
言
・
大
会
決
議
に
つ
い
て

審
議
が
な
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
が
な
さ
れ
、

う
ち
、
大
会
宣
言
・
大
会
決
議
に
つ
い
て
は
、

後
日
開
催
の
評
議
員
会
に
提
案
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
年
度
消
防
大
会
の
開
催
地
及

び
開
催
時
期
な
ど
、
後
日
開
催
予
定
の
評
議

員
会
に
提
案
す
る
案
件
な
ど
に
つ
い
て
慎
重

な
審
議
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
元
年

�

五
月
定
時
評
議
員
会
開
催

　

令
和
元
年
五
月
二
十
七
日（
月
）午
後
一
時

三
十
分
か
ら
、（
公
財
）福
島
県
消
防
協
会
の

五
月
定
時
評
議
員
会
が
、
県
消
防
学
校
二
階

会
議
室
で
、
評
議
員
十
二
名
、
理
事
七
名
、

監
事
二
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
先
ず
、
平
成
三
十
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
続
い
て
令
和
元
年
度
事
業
計

画
・
予
算
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
評
議
員
二
十
一
名
中
八
名
か
ら
辞

任
の
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
理
事
会

か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
補
欠
候

補
者
八
名
に
つ

い
て
、
各
々
採

決
を
行
っ
た
結

果
、
全
員
異
議

な
く
賛
成
を

も
っ
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま

た
、
理
事
九
名

中
二
名
か
ら
辞

新
・
日
本
消
防
会
館
建
設
へ
の
協
力

　

令
和
元
年
度
五
月
定
時
評
議
員
会
に
お
き

ま
し
て
、
現
在
日
本
消
防
協
会
が
進
め
て
お

り
ま
す
「
新
・
日
本
消
防
会
館
」
の
建
設
計

画
に
福
島
県
消
防
協
会
と
し
て
、
協
力
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
新
・
日
本
消
防
会
館
」
は
日
本
消
防
の

総
合
的
な
中
核
拠
点
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

「
日
本
消
防
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
消
防
防
災
の
総

合
的
な
情
報
を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
、
消

防
防
災
体
制
の
一
層
の
充
実
、
国
民
の
安
全

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
消
防
協
会
は
、
消
防
団
及
び
消
防
団

員
・
職
員
の
表
彰
、
福
利
厚
生
事
業
、
全
国

消
防
操
法
大
会
等
各
種
事
業
を
と
お
し
て
全

国
の
消
防
団
等
を
支
援
し
て
お
り
、
県
協
会

も
様
々
な
形
で
支
援
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

新
役
員
・
評
議
員
紹
介

�

（
敬
称
等
略
）

○
新
理
事

　

斎
藤
長
三
郎
（
福
島
市
消
防
団
長
）

　

吉
田　

德
久
（
郡
山
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

○
新
評
議
員

　

善
方　

明
夫
（
須
賀
川
市
消
防
団
長
）

　

鈴
木　
　

力
（
柳
津
町
消
防
団
長
）

　

佐
藤　

寿
雄
（
伊
達
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

　

加
藤　

幸
夫
（
安
達
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

　

水
野　

弘
美
（
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

　

大
越　

貞
行
（
白
河
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

　

髙
久　

寛
行
（
喜
多
方
地
方
広
域
消
防
本
部
消
防
長
）

　

猪
狩　

浩
二
（
い
わ
き
市
消
防
本
部
消
防
長
）

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
「
新
・
日
本
消
防

会
館
」
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
消
防
職
・
団

員
は
一
口
五
百
円
以
上
、
消
防
団
幹
部
の
方

は
二
口
千
円
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【設備イメージ（外観）】【建物断面図】

　福島県では地域の安全・安心な
生活を支える消防団活動に対して
サポートしていただける企業等を
募集しています。企業の社会的貢
献活動の一環として是非ご協力を
お願いします。
　詳しくは福島県危機管理部消防
保安課までお問い合わせをお願い
します。

任
届
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
理
事
会
か

ら
推
薦
の
あ
っ
た
補
欠
候
補
者
二
名
に
つ
い

て
も
、
各
々
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
全
員
異

議
な
く
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
第
七
十
二
回
福
島
県
消
防
大
会

の
「
大
会
宣
言
」
及
び
「
大
会
決
議
」
に
つ

い
て
も
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
・
日
本
消
防
会
館
へ
の
福
島

県
消
防
関
係
者
の
協
力
に
つ
い
て
、
消
防

職
・
団
員
は
一
口
五
百
円
以
上
、
消
防
団
幹

部
は
二
口
以
上
を
目
安
に
自
主
的
な
協
力
を

行
う
こ
と
が
、
全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し

た
。

福島県消防団応援プロジェクト

ふくしま消防団
サポート企業
を募集中 !!

モ
リ
タ
式
消
防
ポ
ン
プ
・
シ
バ
ウ
ラ
消
防
ポ

ン
プ
・
消
化
器
・
消
防
ホ
ー
ス
・
服
装
類
・

積
載
車トーハツ消防ポンプ シバウラ消防ポンプ

白河市字大鳥居橋前83−14
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令
和
元
年

春
の
叙
勲
（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
賞
者
は
、
六
三
七
名
（
瑞
宝
小

綬
章
三
五
名
、
旭
日
双
光
章
三
名
、
瑞
宝
双

光
章
一
〇
七
名
、
瑞
宝
単
光
章
四
九
二
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
元
・
五
・
二
十
一
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
瑞
宝
双
光
章
（
四
名　

敬
称
等
略
）

◦
元　

会
津
若
松
市
消
防
団

�

団　

長　

岩　

渕　

仁　

一

◦
元　

南
会
津
町
消
防
団

�

団　

長　

大　

竹　

政　

信

◦
元　

石
川
町
消
防
団

�

団　

長　

郷　
　
　

誠　

一

◦
元　

福
島
市
消
防
団

�

団　

長　

三　

浦　

良　

一

●
瑞
宝
単
光
章
（
一
四
名　

敬
称
等
略
）

◦
元　

昭
和
村
消
防
団

�

分
団
長　

五
十
嵐　

榮　

司

◦
元　

西
会
津
町
消
防
団

�

団　

長　

伊　

藤　

正　

市

◦
元　

い
わ
き
市
消
防
団

�

分
団
長　

伊　

藤　
　
　

孝

◦
元　

白
河
市
消
防
団

�

分
団
長　

薄　

井　
　
　

栄

◦
元　

国
見
町
消
防
団

�

分
団
長　

大　

内　

勝　

美

◦
元　

会
津
美
里
町
消
防
団

�

副
団
長　

　

原　

金
次
郎

◦
元　

福
島
市
消
防
団

�

分
団
長　

齋　

藤　

俊　

一

◦
元　

二
本
松
市
消
防
団

�

副
団
長　

齋　

藤　

守　

司

◦
元　

郡
山
市
消
防
団

�

副
団
長　

佐　

藤　

弘　

永

◦
元　

飯
野
町
消
防
団

�

副
団
長　

須　

田　

榮　

一

◦
元　

い
わ
き
市
消
防
団

�

分
団
長　

髙　

木　

秀　

剛

◦
元　

い
わ
き
市
消
防
団

�

分
団
長　

箱　

﨑　

正　

一

◦
元　

郡
山
市
消
防
団

�

副
団
長　

結　

城　
　
　

博

◦
元　

伊
達
町
消
防
団

�

分
団
長　

吉　

田　
　
　

寛

令
和
元
年

春
の
褒
賞
（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
賞
者
は
、
九
九
名
（
黄
綬
褒
章

七
名
、
藍
綬
褒
章
九
二
名
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
発
令
元
・
五
・
二
十
一
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
藍
綬
褒
章
（
六
名　

敬
称
等
略
）

◦
現　

南
会
津
町
消
防
団

�

副
団
長　

青　

柳　

正　

則

◦
現　

会
津
若
松
市
消
防
団

�

分
団
長　

小　

椋　

八　

朗

◦
現　

本
宮
市
消
防
団

�

団　

長　

國　

分　

宏　

明

◦
現　

飯
舘
村
消
防
団

�

団　

長　

髙　

野　
　
　

進

◦
現　

二
本
松
市
消
防
団

�

副
団
長　

野　

地　

政　

秋

◦
現　

い
わ
き
市
消
防
団

�

副
団
長　

藁　

谷　

一　

雄

第
三
十
二
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

�

（
消
防
関
係
）

　

全
国
の
受
賞
者
は
、
六
二
五
名
（
瑞
宝
双

光
章
三
三
〇
名
、
瑞
宝
単
光
章
二
九
五
名
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
発
令
元
・
五
・
二
十
一
）

　

福
島
県
関
係
で
は
、
次
の
方
々
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

●
瑞
宝
双
光
章
（
一
〇
名　

敬
称
等
略
）

◦
元　

伊
達
地
方
消
防
組
合

�

消
防
司
令
長　

菅　

野　

松
五
郎

◦
元　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

�

消
防
監　

久　

納　

秀　

雄

◦
元　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

消
防
監　

佐　

藤　

新　

一

◦
元　

い
わ
き
市

�

消
防
監　

佐　

藤　

好　

美

◦
元　

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消
防
監　

筒　

井　

邦　

雄

◦
元　

伊
達
地
方
消
防
組
合

�

消
防
司
令
長　

長　

澤　

隆　

夫

◦
元　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

消
防
司
令
長　

長
谷
川　

秀　

一

◦
元　

郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

�

消
防
司
令
長　

日
出
山　

高　

喜

◦
元　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消
防
司
令
長　

舟　

木　

良　

一

◦
元　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合

�

消
防
司
令
長　

緑　

川　

貫　

一

●
瑞
宝
単
光
章
（
二
名　

敬
称
等
略
）

◦
元　

い
わ
き
市

�

消
防
司
令
長　

川
原
吹　

三　

郎

◦
元　

福
島
市

�

消
防
司
令
長　

佐　

藤　
　
　

弘

1最長70歳まで積立てが可能な、公的年金の補完ができる制度です。
2予定利率（※1）1.25％（平成31年１月１日現在（将来変動することがあります。））
3月払、半年払、月払・半年払併用払から選択でき、月払の場合、毎月10,000円（ゆうちょ銀行の口座か
ら振替の場合は5,000円）から加入できます。さらに、加入時・加入期間中に、まとまった資金を一時払
として払い込むことができます。

4保険料は、生命保険料控除の対象になります。（※2）
5消防団員・消防職員の退団・退職後も継続できます。
6途中で脱退しても、積立金（脱退一時金）を受け取ることができます。
7現在約21,000名の方が加入され、約11,000名の方が年金を受け取られております。（※3）
（※1）�「予定利率」は保険料（掛金から運営事務費を除いたもの）のうち、引受保険会社の保険事務費等を控除した額に対する利率

であり、払い込んだ掛金額に対する利率ではありません。予定利率は預金等の利回りとは異なります。
（※2）�上記のお取り扱いは、平成31年１月現在の法令等にもとづいたものであり、将来的に変更されることもあります。
（※3）�記載の人数は、平成30年度決算時点の実績です。

７つのポイント

消防団員
・消防職

員

だからこ
そ

加入でき
る !!

毎月加入ができます！


